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小学校低学年の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エピソード 

２-１ 
 

自分で決める心 

 今日は、翔くんの 7歳のお誕生日。 

 おばあちゃんが、翔くんに Tシャツを買ってくれるというので、お母さんと 3人でお買い物に来ました。 

 おばあちゃんは、「翔くんのサイズはここだから、自分で好きな Tシャツを選んでいいよ。」と… 

 翔くんは、しばらく悩んでいましたが、「これがいい！」と嬉しそうに持ってきました。 

おばあちゃんも「いいね～」とグーサイン。 

 それを見たお母さんが、「それは変だよ！」と一言。 

 翔くんは・・・ 

子どもはこれから大人になっていく中で自己選択、自己決定の機会が増えてきます。自分で決め

る心を育てるために、親としてどう関わったら良いと思いますか？ 皆さんと考えてみましょう。 
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日常の中で、あなたのお子さんが自分で決めるという場面は、ありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんが自分で決める心を育むために、これから親としてどんなことが 

できそうですか？ 

今の翔くんは、どんな気持ちでしょうか？ 
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資料 1 茨城県教育委員会発行 「令和元年度 子育てアドバイスブッククローバー P12」より転載 
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小学校低学年の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日忙しいと、ついつい自分だけで家事をやってしまうことがありませんか？ 今の暮ら

しでは、子どもの手を借りなくても、家のことは大人だけでできてしまうことが多くなって

います。改めて、子どものお手伝いについて考えてみましょう。 

今、お子さんは、どんなお手伝いをしていますか？  

または、これからどんなお手伝いができそうですか？ 

あなたは、お子さんにお手伝いを頼んだ時に、お子さんが嫌がったら 

どうしますか？ 
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お手伝い 
 

お子さんが、自分から気持ちよくお手伝いができるようになるためには、 

親としてどんな心がけや言葉かけが必要でしょうか？ 
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資料 1 茨城県教育委員会発行 「平成 30年度 家庭教育ブック P22 」より転載 



 

４７ 

 

小学校低学年の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エピソード 

子どもは成長するにつれ、自然に自分のことは自分でするようになっていくのでしょうか？ 

どこからが過保護・過干渉となるのでしょうか？ 

「いってきまーす。」今朝も元気に綾香さんが登校します。 

「いってらっしゃい。」お母さんも大きな声で見送ります。 

しかし、小学生の綾香さんの机の上に、昨夜お母さんが準備した 

プールセットが置いてあります。 

「今日の授業で使うプールセットなのに、どうしましょう。」お母さんには、教室で忘れ物に

気付いて困っている綾香さんの顔が浮かびます。「学校まで私が届けた方がいいかしら？」 

２-３ 
 

わすれもの 
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あなたが届けなかったら、お子さんはどうすると思いますか？ 

お子さんが忘れ物をしないようになるために、親として、どのような 

関わり方が必要だと思いますか？ 

 

 

こんな時、あなたならどうしますか？  

また、なぜそうするのですか？ 
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資料 1 茨城県教育委員会発行 「平成 30年度 家庭教育ブック P12 」より転載 
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小学校低学年の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの行動の良いところを見つけることで、より一層子どもに目を向け、より良いコミ

ュニケーションがとれるようにしましょう。 

 

 ある日、由美さんは買い物帰りに家の前で、近所のおばあさんに会いました。おばあさんは

「お宅の一樹くんは、いつも大きな声で挨拶をしてくれるんですよ。私まで嬉しくて元気にな

るんです。本当にいいお子さんですね。」と息子の一樹くんを褒めてくれました。 

由美さんは、一樹くんの知らない一面を知って嬉しくなりました。 

家に帰った由美さんは、さっそく一樹くんに・・・ 

２-４ 
 

子どもの良いところを見つけましょう 
 

エピソード 
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あなたのお子さんの良いところや、認めてあげたいところ、ありがとうと 

言ってあげたいことをできるだけたくさん書き出してみましょう。 

 あなたが由美さんだったら、一樹くんにどのように声を掛けますか？ 
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資料 1 茨城県教育委員会発行 「平成 30年度 家庭教育ブック P9 」より転載 
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資料 2 茨城県教育委員会発行 「平成 30年度 家庭教育ブック P5 」より転載 



 

５４ 

 

小学校低学年の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の中で、子どもの話をしっかりと聞いていますか？子どもは、親に話しかけた時の

受け答えで、愛情を確かめているともいわれます。「話を聴く」ということを考えてみましょう。 

エピソード 

急いで夕食の準備をしているお母さんに、小学 2年生の直美ちゃんが話しかけました。 

直美ちゃん：「ねーねー、今日はねー…」 

お母さん ：「ちょっとごめん、後にしてくれる？ もうすぐみんな帰って来ちゃうから、 

ご飯作らなきゃ。後でねっ！」 

すると直美ちゃんは、しょんぼりしてテレビを見に行ってしまいました。お母さんは

「あれ？どうしたかな？」と思いながらも、夕飯の支度に追われてそのままでした…。 

２-５ 
 

子どもの話に耳を傾けていますか？ 
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もしあなたが直美ちゃんだったら、この後、お母さんにどんなふうに 

言ってほしいですか？ また、どんなふうに聴いてほしいですか？ 

「後にしてくれる？」と言われた直美ちゃんは、どのような気持ちだったと

思いますか？ 

 

 

このエピソードのように、手が離せないときに子どもが話しかけてきたら、

あなたは、どのように対応していますか？ 
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資料 1 茨城県教育委員会発行 「平成 30年度 家庭教育ブック P7 」より転載 
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資料 2 茨城県教育委員会発行 「平成 30年度 家庭教育ブック P8 」より転載 


